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箱根ジオパークとは

箱根ジオパークを歩こう
ジオパークとは地球活動の遺産を主な

見どころとする自然の中の公園です。

ユネスコの支援により設立された世界ジ

オパークネットワークにより、世界各国

で推進されています。

箱根火山は、世界的にみてもたいへん

有名な火山です。豊かな自然と密接した

歴史があることから、まさにジオパーク

に相応しい地域と言えます。

この地域は、伊豆・小笠原弧が本州弧に

衝突したプレートの境界域に位置し、その

中心である箱根火山が、南北にのびる天然

の障壁をなしています。箱根火山は、その

北に連なる足柄山地・丹沢山地をはじめと

するフォッサマグナ地域と、その南に連な

る伊豆半島から伊豆・小笠原諸島の自然を

つなぐみちに位置します。

日本の歴史を形作ってきた東海道や足柄道

は、東西を結ぶ大動脈です。戦国時代の小

田原城や石垣山一夜城、中世から始まり江

戸時代に隆盛を迎えた石材採掘、江戸時代

の箱根関所跡などは、かつてあった東西の

摩擦や緊張を今に伝えています。まさに本

地域は、古代からの日本の東と西の文化を

つなぐ歴史のみちに位置するのです。

鎌倉幕府開運コース

コース案内

箱根火山の自然と歴史のあゆみ

コースマップ

歴史的背景

JR 湯河原駅 / 椿台・初島などの地形展望 / しとどの窟（湯河原）

谷間の湯河原温泉 / 幕山を眺める

城山・土肥城址 / ピクニックグラウンド・真鶴半島などの地形展望 / 黒曜石

頼朝ゆかりの名石 / 城願寺・土肥実平の菩提寺

土肥一族墓所 / ビャクシンと七騎堂

湯河原立ち寄りスポット
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東と西を
つなぐ
歴史のみち

北と南を
つなぐ

自然のみち

箱根ジオパークぶらっと

　湯河原は箱根外輪山の南麓にあり相模湾に面しています。この地の外輪

山の主体をなす湯河原火山噴出物は、侵食が進み、急峻な地形を造り、戦

いに敗れた源頼朝が、追手の平家方から身を隠す大きな助けとなりました。

　このコースは、湯河原駅からバスでしとどの窟（椿台）へ行き、徒歩でし

とどの窟、城山、城願寺を経由して湯河原駅に戻る湯河原火山南東部を巡

るもので、同時に頼朝および一族を挙げて頼朝に献身的に尽くした、郷土

の豪族土肥実平等の足跡をたどります。
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歴史的背景

― 鎌倉幕府誕生の夜明け前 ―1
　平治の乱に破れ、伊豆に流されていた源頼朝は、治

じしょう

承 4 年（1180）8 月 17 日、

北条時政やこの地の豪族、土
ど い

肥実
さねひら

平等の助力を得て、ついに平家打倒の兵を挙

げました。伊豆の目代・山
やまき

木兼
かねたか

隆を破って初戦を飾りましたが、石
いしばしやま

橋山の合戦

では自軍の十倍の兵力を有する大
おおば

庭景
かげちか

親軍に大敗しました。頼朝は主従わずか

8 名で山中に逃れ、この湯河原町周辺を領地とする土肥実平・遠
とおひら

平父子の案内

でしとどの窟
いわや

の洞窟や大木の洞に隠れて敵の追手をかわしました。この時敵将

梶
かじわら

原景
かげとき

時に発見されましたが、景時はわざと見逃し頼朝を助けたという逸話も

残っています。その後、真鶴が崎から実平が手配した小舟で安
あ わ の く に

房国に渡って再

起を図りました。敗れたとはいえ、頼朝は源氏嫡
ちゃくりゅう

流の御
お ん ぞ う し

曹司、坂
ばんどう

東の武者た

ちが次 と々馳せ参じ、敗戦からわずか 1 か月半後の 10 月 7 日、大軍を率いて堂々

鎌倉に入り、着 と々勢力を固めていきました。

JR 湯河原駅

しとどの窟
いわや

案内板 ビューポイント 食事 お手洗い

鎌倉幕府開運コース 湯河原駅
椿台・初島などの地形展望

しとどの窟

　バス停前の広場が椿台です。初島を昔源実朝（3
代将軍）が二

に

所
しょもうで

詣で、箱根神社から十国峠を越え
伊

い ず

豆山
さ ん

神社へ行く途中、「箱根路をわが越えくれば
伊豆の海や沖の小島に波の寄るみゆ」（金

きんかい

槐和歌集）
と謡いました。条件が良いと伊豆諸島の火山を見る
ことができ、初島の後ろが伊豆大島です。成層火山
で山頂部にはカルデラと中央火口丘の三原山があり
ます。右側の急斜面は外輪山西側の斜面で 2013 年
に土砂災害が発生した場所です。伊豆大島の右側
には利

と

島
しま

が見えます。利島は成層火山で活火山で
すが、有史での噴火記録はありません。

― 背後の山は侵食された湯河原火山 ―

解説にあるマークの見方

1

3

　駅から見える湯河原の街並みは新
にいざき

崎川と千
ち と せ

歳川
がつくる扇状地の上にあり、駅から海岸に向かって
斜面が続きます。現在、駅前整備工事が平成 29 年
10 月の完成を目指し進行中です。設計・監理は著
名な隈

くま

研
け ん ご

吾建築都市設計事務所によるものです。
　ここから④番バス停元箱根行きで、出発！　
　　　　　時刻表事前確認を！

　バス停から徒歩 20 分。このあたりは桜郷と呼ば
れ、関東山

やまぶし

伏発祥の地で山伏達の行場でもありま
した。深く侵食された谷の中に、石橋山の合戦の後、
源頼朝主従が身を潜めたしとどの窟があります。

椿
つばきだい

台（しとどの窟
いわや

入口）2

ＪＲ湯河原駅

椿台（しとどの窟入口）からの展望

しとどの窟

湯河原駅は関東大震災の翌年大正 13 年 (1924)
国鉄熱海線の駅として開業しました。それまで小
田原―熱海間を結んでいたのは、最初は人車鉄
道、その後は軽便鉄道でした。昭和 9 年 12 月、
丹那トンネルの開通により待望の東海道本線が湯
河原に来ました。

人
じんしゃ
車鉄道

軽
けいべん

便鉄道

高橋徳著
「土肥実平と湯河原」より引用

－初島などの地形展望―

伊豆大島と初島

開業時の湯河原駅

しとどの窟

27

初島の平らな地形は海岸段丘（約 10 万年前）なんだ
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城山（563m）土肥城址
ピクニックグラウンド
黒曜石（黒曜岩）

　城山山頂から10 分でピクニックグラウンドにつき
ます。ここでは地形を観察します。新崎川と千歳川
の間に湯河原の市街地が広がっていますが、かつて
は一面水田でした。昭和 30 年代半ばに、東海道
新幹線のトンネル工事の残土により埋立てられ、区
画整理が行われ大きく変わりました。同時にこの残
土により国道 135 号線沿いの海岸が埋め立てられ、
現在では新たな商業施設等が集まっています。新
崎川を境に手前が湯河原火山、その先の真鶴半島
を含む部分がカルデラ形成期の単成火山群の分布
域です。真鶴半島の付け根が湯河原町福

ふくうら

浦で漁港
があります。漁港の先がカツラゴ海岸ジオサイトで、
真鶴岬溶岩が、その下の関東ローム層に接触してい
る部分が観察できます。

ピクニックグラウンド

鎌倉幕府開運コース谷間の湯河原温泉
幕山を眺める

　城山頂上への尾根道の右側の谷間が湯河原温泉の
ある場所です。箱根火山の外輪山形成期（40 ～23 万
年前）には海抜 1,000m 程の湯河原火山があったと考
えられています。その火口付近は大きく侵食され侵食
カルデラができ、更に侵食が進み、良質の温泉が湧
き出しました。これが湯河原温泉で、万葉公園から不

ふ

動
どうたき

滝付近の藤
ふじ

木
き

川沿いに分布します。

谷間の湯河原温泉

　尾根道の左側には幕山（626m）が見えます。幕山
の岩壁にはマグマが冷却固結する際に収縮して出来た
柱
ちゅうじょう

状節
せ つ 　 り

理が見えます。岩壁の下部には崩落物が堆積し
てできた急斜面があり、そこは湯河原梅林となっていま
す。幕山はカルデラ形成期（23 ～ 13 万年前）の約 15
万年前に形成された単

たんせい

成火
か ざ ん

山（溶岩ドーム）で、真鶴
半島が出来た時期とほぼ同じです。単成火山とは、一
連の一回の噴火で形成された小型の火山のことです。

幕
まくやま

山を眺める

　城山は侵食された湯河原火山※の一部です。伊豆半
島、相模湾、真鶴半島、遠く三浦半島、房総半島が
眺望できます。頂上には土肥実平の末裔小

こ ば や か わ

早川四
し ろ う

郎
男
だんしゃく

爵揮
き ご う

毫の碑（昭和 11 年建立）がありますが、城が
作られた時代が土肥氏の時代という点には疑問があ
り、小田原城主が北条氏の頃の古道を押さえる望

ぼうしょう

哨
（物見、見張り）であったのではないかと考える説が

有力です。

城
しろやま

山（563m）  土
ど い

肥城
じょうし

址

　新崎川右岸側の尾根先端付近に尾
お

崎
ざき

山
やま

（202m）
が見えます。この部分は湯河原火山ではなく、30
万年程前の単成火山（鍛

か じ や

冶屋流紋岩）で、中腹付

黒
こくよう

曜石
せき

（黒
こくよう

曜岩
がん

）

　周辺の地質は湯河原火山※の溶岩と火砕物が交互
に堆積し、窟は粗粒な火

か さ い

砕物
ぶつ

からなる火
か ざ ん

山角
かく

礫
れきがん

岩
からなります。窟の成因は侵食の可能性もあります
が、人為的な影響もあるかもしれません。洞窟内
には 61 体の立像、座像の観音像があり、この巌窟
を含む付近の地が、近郷の庶民の観音信仰の聖地
でもあったことを物語っています。ここから徒歩 30
分椿台に戻り、案内に従って今度は城山山頂をめざ
します。

5

1
4-

2
4-

1
6-

2
6-

湯河原火山の火口は今の広河原
付近にあったと言われていますが、
鞍掛山付近にも火口があった可能
性もあります。

駒ケ岳から見た湯河原火山

幕山の柱状節理

侵食の進んだ湯河原火山

湯河原の地形概念図

湯河原火山の西側斜面は、比較的
保存が良い。

※湯河原火山体を覆う白
しらいとがわ

糸川溶岩グループに属するという
説もあります。

－真鶴半島などの地形展望―

城山山頂

硯
すずり

 石
い し

頼朝が踵
かかと

で蹴って跡がついたと言
われている石で、1930 年頃まで
雨乞いに使用されていたようです。
城山山頂手前にあります。

鍛冶屋流紋岩

ピクニックグラウンドからの眺め

単成火山群

湯河原火山

尾崎山

新崎川が火山の

境なんだ

鞍
くらかけやま

掛山

城山まで更に徒歩

黒曜石だよ

30

幕山には、別の機会にどうぞ！
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鎌倉幕府開運コース頼朝ゆかりの名石
城願寺 -土肥実平の菩提寺―

土肥一族墓所
ビャクシン (柏槇 )と七騎堂

頼朝ゆかりの名石

　石を見るためには、登山道から案内に従って脇へ下
ります。これらの石は、転石または溶岩が長年の侵食
を受け、堅い部分が残っているものと思われます。
　立

たていし

石は源頼朝が運試しにこの石を投げて垂直に
立てば頼朝が天下を取る時が来るが、もし立たずに
倒れるならばこのまま滅びるとされた石で、投げた
石は見事に山の中腹に立ち、運が開け鎌倉幕府を
築いたと言われています。
　兜

かぶといし

石は一見兜の形をしていて、源頼朝が合戦に
破れ土肥の椙

すぎやま

山に逃げる途中、休憩を取る為に兜
を脱いでこの石の上に置いたと言われています。

　正面の五輪塔の中央が実平の墓、左が奥方で、右
が長男遠平の墓です。鎌倉時代は仏教が大衆化した
時代で、石造美術の黄金時代でもありますが、ここ
では南北朝時代にかけての各種墓型が揃い、神奈川
県の指定文化財となっています。墓の石材は箱根火
山の安山岩で、墓の形により複雑な加工を要する部
分には多孔質で粘りのある後期中央火口丘溶岩を、
また四角く切り出すような石には、節理に沿って割れ
やすい外輪山溶岩を使っているようです。

土肥一族墓所

近から黒曜石が産出されました。黒曜石はマグマが
急速に冷却してガラス質になったものです。かつて
は箱根町畑

はたじゅく

宿と共に箱根山系黒曜石の一大産地と
して南関東、東海地方に広く供給されていました。
　この黒曜石は、縄文時代の包丁、鏃

やじり

の材料として
も使われました。城願寺へと下る道沿いの石垣に
は、鍛冶屋流絞岩が見られ、中には黒曜石に近い
ような岩質のものもあります。

ビャクシン ( 柏槇 ) と七
し ち き ど う

騎堂

　境内のビャクシンは樹齢 850 年、国の天然記念
物で、神奈川県の名木 100 選にも選ばれている名
木です。別名イブキと呼ばれ、特に寺社の境内に多
く植えられています。
　七騎堂は源頼朝と共にしとどの窟に隠れ頼朝を
最後まで守り抜いた土肥実平等武将達の木像を収
めています。窟に隠れたのは 8 名ですが、実平の長
男小

こ ば や か わ
早川遠

とおひら

平だけは安房へは同行せず、伊豆山近
くまで来ていた頼朝の妻政子に、頼朝の消息を伝
えに行ったので七騎には含まれていません。
　ここから湯河原駅まで徒歩 10 分、駅前の土肥実
平夫妻像で鎌倉幕府開運コースは終わりです。

土肥一族の墓所

ビャクシン

　ピクニックグラウンドから城願寺までは、1 時間
ほどかかります。
　城願寺は土肥実平他一族の菩提寺です。
　土肥実平は桓武平氏の末裔と言われ、中村郷（現
在の中井町と小田原市）の中

なかむら

村庄
しょうじ

司宗
むねひら

平の次男で
すが、土

ど い の ご う

肥郷（湯河原町、真鶴町）の豪族となり、
頼朝の決起に際し所

しょりょう

領安
あ ん ど

堵を期待し一族を挙げて

頼朝に賭けました。子孫には後の豊臣秀吉の五大
老となる小

こ ば や か わ

早川隆
たかかげ

景（毛
も う り

利元
もとなり

就の 3 男で養子）が
います。

立石

兜石

7

城
じょうがん

願寺
じ

－土肥実平の菩提寺―

頼朝にまつわ
る伝説って多い
なぁ～

駅前の土肥実平夫妻像

七騎堂内部

城願寺境内にあ
ります。 腰 掛 石
と云われる石は
日本各地にあり
ます。 頼 朝 に関
係 し た も の は、
他に三嶋大社や
伊豆山神社にも
あります。

源 頼 朝 旗 揚 げ 800 年を記 念し、
昭和 56 年実平館のあった駅前に
建立されました。実平は一族を率
いて頼朝を助け、その妻は窟に隠
れた頼朝主従に情報と食糧をもた
らし、頼朝主従の安房への脱出
の道を開きました。

腰掛け石

湯河原駅前整備予想図

8
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立ち寄りスポット湯河原立ち寄りスポット
不動滝
湯河原町立美術館
万葉公園
独歩の湯（足湯）／郷土資料館

湯河原

２月

５月
６月

４月

７月
８月

９月
10月
11月

Tel	 0465-63-2111
URL	 www.town.yugawara.kanagawa.jp/kyoiku/volunteer/

立ち寄りスポット散策で温泉街
の雰囲気を

梅の宴の時には、幕山の麓の
湯河原梅林散策がおすすめで
す。
ハイキングでは、幕山、南郷
山の人気があります。

時間が無くてもご安心

多彩なウォーキングコース

藤田屋前の源泉櫓
やぐら

と護岸に架かる送配湯管

湯河原町立図書館

　温泉はエアーリフトポンプで汲
みあげています。櫓はパイプに
付 着 し た 温
泉 成 分 を 取
り除くのに使
い、 護 岸 に
架 か る パ イ
プ は 送 配 湯
管 で、 資 源
の 枯 渇 対 策
の 為、 町 で
温 泉 の 集 中
管理をしてい
ます。

足柄下郡湯河原町土肥 1-4-13
電話　0465-63-4155
http://www.town.yugawara.kanagawa.jp/
kyoiku/library/
開館時間　9:30 ～ 18:00
図書資料のみ所蔵、郷土史関係資料あります。

休館日、運休日は各施設へお問い合わせ下さい

（箱根町観光協会内）　　    Tel:0460（85）5443

　（箱根ビジターセンター） 　Tel:0460（84）9981

　　　　　　　　　　　　Tel:0465（22）8800

　　　　　　　　　　　　Tel:0465（68）2543

　　　　　　　　　　　　Tel:0465（73）8001

箱根・小田原・真
鶴・南足柄ガイド

歴史を語る城願寺は駅近く
に、2.26 事件資料館光風荘は
万葉公園隣りにあります。

もっと知りたい！

　 建 物 の前身 は老 舗 旅 館 天 野屋で、 夏目漱 石の
常宿でした。現代日本画家の平

ひ ら ま つ れ い じ

松礼二の常設 館、
竹
たけうちせいほう

内栖鳳、安
や す い そ う た ろ う

井曾太郎をはじめとした湯河原ゆかり
の作品を展示しています。万葉公園、不動滝より徒歩
10 分。休館日は水曜日。

　夏目漱石の未完の作「明暗」に登場。湯河原沸石
という鉱物が発見された場所で、滝周辺の地層は箱
根火山の基盤をなす新第三系の湯ヶ島層群とされてい
ましたが、最近では湯河原火山噴出物という見解が出
されています。温泉場は湯河原火山を侵食した深い谷
にあり、このように滝が随所にあります。かつては天
野屋、翠

すいめいかん

明館等がこの水力を活用した自家用水力発
電所を持っていました。湯河原駅よりバス 14 分。

　万葉集に謡われた場所として命名され、日本の歴
史公園 100 選にも選ばれている公園です。湯河原の
名はこの地区の小字名で、その昔は文字通り温泉が河
原から湧いていました。温泉の効能では評価が高く、
江戸時代の温泉効能番付では東の小結にランク付け
されています。湯河原駅よりバス 8 分。

　独歩の湯（足湯）は万葉公園入口から徒歩 10 分、
日本最大級の足湯で、湯河原温泉を訪れた文人の先
駆け、国

く に き だ ど っ ぽ

木田独歩にちなんで命名されました。お湯
の温度は 40℃、九つの泉の底面に凹凸の突起面があ
り、足裏刺激で健康増進効果があるといいます。
　郷土資料館は万葉公園の入り口の観光会館の中に
あり、湯河原を訪れた文人墨客の作品や湯河原の歴
史、自然の紹介パネルが展示されています。

不
ふ ど う た き

動滝

湯河原町立美術館

万葉公園

独
ど っ ぽ

歩の湯（足湯）郷土資料館

Yugawara

ユガワラカレンダー

湯河原梅林「梅の宴」

源頼朝旗揚げ武者行列

湯かけ祭り

さつきの郷

蛍の宴・花菖蒲展

湯河原海水浴場

やっさ祭り、花火大会

納涼縁日

盆踊り大会

十五夜の宴

みかん狩り

池
いけみね

峯「もみじの郷」とお茶室

湯河原まちづくりボランティア協会
（湯河原町役場内）

　万葉公園隣り、土日祭日 10
時～午後 3 時開館、入館は 2
時 半 ま で に。
入口の石碑は
事 件 発 生 70
周年記念で建
立、麻生太郎
元総理大臣揮
毫、館内説明
あり、所要約
20 分です。開
館日以外の参
観は事前予約
要。

光
こ う ふ う

風荘（2.26 事件資料館）

不動滝

湯河原町立湯河原美術館

万葉公園　万葉洞門

独歩の湯

郷土資料館

駅前観光案内所

湯河原総合情報センター（所内）
宿泊ご予約、観光ご案内、手荷物のお預かり
を承ります。
TEL（0465）63-5599　8:30 ～ 17:15

（元旦を除き無休）

箱根ジオパーク拠点施設

湯河原沸石（町指定天然記念物）

ガイドの様子

真鶴観光ボランティアガイド（真鶴町観光案内所）

南足柄ジオガイドの会（南足柄市役所内）

4
9-

3
9-

2
9-

1
9-

2 月上旬～ 3 月中旬

4 月第一日曜日

5 月第四土曜日

6 月上旬～ 6 月中旬

6 月上旬～ 6 月中旬

7 月中旬～ 8 月下旬

8 月上旬

8 月下旬

8 月下旬

9 月下旬または 10 月上旬

10 月上旬～ 12 月下旬

11 月下旬～ 12 月上旬


